
パンタナール通信
一般社団法人 南北米福地開発協会 会報 ２０１８年９月１日 １８０号

世界平和地球村の建設と自然環境の保護

エ
ビ
養
殖
の
本
格
共
同
研
究
へ
ま
た
一
歩
！

七
月
末
、
レ
ダ
基
地
の
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
研
究
所
二
階
に
鮮

文
大
学
校
水
産
生
命
医
学
科
の
研
究
室
が
完
成
し
、
三
十
日

の
朝
、
聖
別
の
儀
式
を
も
っ
て
、
正
式
に
運
用
が
始
ま
り
ま

し
た
。
隣
に
は
、
す
で
に
完
成
し
て
い
る
教
室
が
あ
り
ま
す
。

パ
ラ
グ
ア
イ
現
地
法
人
の
南
北
米
福
地
開
発
財
団
と
鮮
文

大
学
校
は
、
昨
年
六
月
十
四
日
、
相
互
交
流
協
力
協
約
を
結

び
ま
し
た
。
（
本
紙
一
六
七
号
記
事
参
照
）
こ
れ
に
よ
り
、

レ
ダ
で
は
鮮
文
大
よ
り
水
産
養
殖
の
技
術
指
導
や
支
援
を
受

け
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
同
大
を
通
し

て
、
韓
国
の
国
立
水
産
研
究
所
や
養
殖
場
な
ど
か
ら
も
協
力

を
受
け
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

去
る
一
月
、
鮮
文
大
水
産
生
命
医
学
科
か
ら
レ
ダ
基
地
に

派
遣
さ
れ
た
權
爀
樞(

ク
ォ
ン
・
ヒ
ョ
ク
チ
ュ)

教
授
は
、
レ

ダ
基
地
の
各
現
場
を
専
門
家
の
眼
で
丁
寧
に
視
察
し
ま
し
た
。

そ
し
て
七
月
に
は
再
度
レ
ダ
基
地
を
訪
れ
、
学
術
、
技
術
の

指
導
を
し
て
行
か
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
二
名
の
優
秀
な

イ
ン
タ
ー
ン
生
を
伴
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
二
名
、
イ
ム
君
と
ミ
ン
君
は
、
一
昨
年
イ
ン
タ
ー
ン

生
と
し
て
レ
ダ
の
現
場
で
実
地
研
究
を
し
た
奥
迫
孝
顕
さ
ん

(

上
の
写
真
、
水
色
の
服
装)

と
と
も
に
、
オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ

を
は
じ
め
と
す
る
水
産
養
殖
の
研
究
に
携
わ
り
ま
す
。
奥
迫

さ
ん
は
夫
人
の
カ
タ
リ
ー
ナ
さ
ん
と
、
レ
ダ
開
拓
史
上
初
め

て
夫
婦
そ
ろ
っ
て
現
場
で
歩
ん
で
い
る
若
手
研
究
者
で
す
。

ア
ス
ン
シ
オ
ン
国
立
大
学
の
獣
医
学
部
も
ま
た
、
共
同
研

究
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

こ
れ
ま
で
パ
ク
ー
の
養

殖
と
人
工
孵
化
の
指
導

の
た
め
、
マ
グ
ノ
教
授

を
派
遣
す
る
な
ど
、
大

い
に
協
力
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
南
北
両
半
球

の
知
恵
、
経
験
、
技
術
、

そ
し
て
何
よ
り
心
と
心

が
結
ば
れ
て
、
人
類
と

生
き
も
の
の
新
未
来
が

拓
か
れ
て
行
き
ま
す
。

ぜ
ひ
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

中田実所長(前列左から2人目)を中心に、研究室の聖別の儀式が行われた。右端の2名が鮮文大インターン生。7月30日

研究室はこの建物の2階の一角にある。

パンタナール研究所に鮮文大学の研究室開設



(上)提唱者、韓鶴子総

裁のブラジルにおける

講演会に、レダからバ

スに乗って参加した青

年たち。8月4日

(左)レダ基地に残った

メンバーはインターネッ

トによる生中継を視聴。

今レダ基地では

成長したアメリカレア。7月23日

今年もラパーチョが咲き始める。7月17日

河野さんと動物の子供たち。7月24日 マンゴーの結実。食べ頃は12月。8月7日

アロン君(右)の出発を見送る。8月7日チョリソを作る福島さん。7月14日

貨客船アキダバンで出発する一行を見送る。7月27日 高橋さん、星野さん、ビエンさんがレダに到着。7月21日

星野さんとアロン君のタロイモ掘り。



講
義
室
の
定
員
は
一
二
〇
名
で
、
先
回
の
会
場
の
約
二
倍

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ス
ク
リ
ー
ン
、

音
響
装
置
等
の
諸
設
備
が
充
実
し
て
い
て
、
聴
く
者
に
も
語

る
者
に
も
満
足
で
き
る
環
境
で
し
た
。

た
だ
、
連
日
の
危
険
な
猛
暑
の
中
で
の
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ

た
た
め
、
参
加
者
た
ち
に
と
っ
て
は
大
変
な
一
日
で
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
日
の
参
加
申
し
込
み

も
あ
っ
た
ほ
ど
の
盛
況
で
、
参
加
者
数
は
八
八
名
に
上
り
ま

し
た
。
通
常
は
座
席
の
な
い
ス
タ
ッ
フ
陣
も
、
今
回
は
着
席

し
て
受
講
で
き
た
た
め
、
こ
れ
を
合
わ
せ
る
と
、
受
講
者
数

は
一
〇
四
名
を
数
え
、
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
は
、
実
行
委
員
長
（
後
藤
）
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
ま

ず
柴
沼
邦
彦
理
事
に
よ
る
「
レ
バ
レ
ン
ド
・
ム
ー
ン
の
思
想

と
レ
ダ
開
発
」
が
、
文
先
生
の
言
葉
・
思
想
を
中
心
に
、
レ

ダ
で
の
生
活
体
験
を
交
え
て
楽
し
く
語
ら
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
古
参
会
員
の
中
か
ら
も
、
再
度
原

点
に
立
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に
よ
か
っ

た
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

全
体
記
念
撮
影
の
後
、

青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
内

の
大
食
堂
で
早
め
の
昼
食

を
と
り
ま
し
た
。

午
後
の
部
は
十
二
時
四

十
分
か
ら
、
地
球
の
緑
を

守
る
会
の
高
津
啓
洋
代
表

理
事
に
よ
る
講
義
で
始
ま

り
ま
し
た
。
屋
外
で
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
は
猛
暑
の
た

め
中
止
し
、
ポ
ッ
ト
の
苗

木
を
用
い
て
研
修
会
場
内

で
の
説
明
と
な
り
ま
し
た
。

講
義
で
は
文
先
生
の
環
境

問
題
に
関
す
る
言
葉
を
引

用
。
参
加
者
た
ち
は
強
い

関
心
を
示
し
、
熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。
特

に
今
回
は
、
直
近
の
西
日
本
豪
雨
に
よ
る
山
崩
れ

の
災
害
を
取
り
上
げ
、
そ
の
原
因
と
対
策
、
お
よ

び
ど
う
す
れ
ば
自
然
豊
か
な
森
が
形
成
さ
れ
る
か

等
、
人
の
生
命
や
財
産
、
自
然
環
境
や
生
活
環
境

を
守
る
た
め
の
貴
重
な
内
容
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
高
辻
章
子
さ
ん
が
「
パ
ン
タ
ナ
ー
ル

讃
歌
」
を
独
唱
し
、
聴
衆
の
心
を
南
米
の
大
自
然

へ
と
誘
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
十
一
月
よ
り

レ
ダ
基
地
で
活
動
し
、
近
々
夫
人
と
娘
さ
ん
を
伴
っ

て
レ
ダ
に
移
住
す
る
岩
澤
春
比
古
氏
か
ら
、
レ
ダ

で
の
生
活
を
通
じ
て
感
じ
た
世
界
と
、
今
後
へ
の

決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

次
は
、
島
田
賢
二
青
年
局
長
か
ら
「
レ
ダ
に
行

く
三
つ
の
道
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
青
年
局
の

取
り
組
み
が
説
明
さ
れ
、
そ
の
一
つ
「
３
＋
１
」

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
中
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
去
る
四
月
・
五
月
に
レ
ダ
で
奉
仕
し
た

河
野
優
樹
君
が
、
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
る
八
月
二
十
五
日
に
出
発
す
る
第

十
八
回
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
に
参
加

す
る
青
年
た
ち
の
紹
介
が
あ
り
、
現
地

の
人
々
の
前
で
歌
う
た
め
に
練
習
し
た

ス
ペ
イ
ン
語
の
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
当
法
人
の
中
田
欣
宏
理
事

長
に
よ
り
「
レ
ダ
に
お
け
る
今
後
の
展

望
」
が
語
ら
れ
、
参
加
者
は
レ
ダ
に
多

く
の
希
望
を
感
じ
、
充
実
し
た
セ
ミ
ナ
ー

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ス
タ
ッ
フ

の
高
橋
容
子
さ
ん
か
ら
入
会
の
案
内
が

あ
り
、
レ
ダ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
尽
力
し

て
下
さ
っ
て
い
る
高
橋
さ
ん
の
お
話
と
、

青
年
奉
仕
隊
員
と
し
て
昨
年
オ
リ
ン
ポ

と
レ
ダ
で
活
動
し
た
、
谷
津
威
徳
君
が

感
想
を
述
べ
、
午
後
五
時
に
す
べ
て
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
し
ま
し
た
。

前
回
は
、
定
員
六
〇
名
の
会
場
に
総

勢
一
〇
〇
余
名
の
す
し
詰
め
状
態
で
し

た
が
、
今
回
は
過
去
最
高
の
参
加
者
数

と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
快
適
な

環
境
で
気
分
よ
く
受
講
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

前
回
に
続
き
、
今
回
も
二
〇
名
以
上

の
青
年
の
参
加
が
あ
り
、
青
年
た
ち
の

体
験
談
を
聞
い
て
、
参
加
者
た
ち
は
、

今
後
に
大
き
な
希
望
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
た
だ
、
セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
に
予
定

さ
れ
て
い
た
、
各
講
師
を
中
心
と
し
た

分
科
会
が
、
時
間
の
都
合
で
開
け
な
か
っ

た
こ
と
が
大
変
残
念
で
は
あ
り
ま
し
た
。

グ
ッ
ズ
の
販
売
で
は
、
担
当
の
山
崎

貴
代
子
さ
ん
が
、
お
嫁
さ
ん
、
お
孫
さ

ん
と
作
っ
た
し
お
り
を
出
品
す
る
な
ど
、

売
上
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
レ
ダ
の
現
場
と

各
地
の
支
援
部
隊
と
が
一
丸
と
な
っ
て
、

希
望
を
育
て
る
べ
く
邁
進
し

て
行
き
ま
し
ょ
う
。(

四
面
に

参
加
者
の
感
想
文
が
あ
り
ま
す)

第
十
七
回
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
研
修
会
を
開
催

七
月
二
十
一
日(

土)

、
午
前
十
時
二
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
、
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念

青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
、
セ
ン
タ
ー
棟
四
〇
二
号
室
に
お
い

て
「
第
十
七
回
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
研
修
会
（
ワ
ン
デ
イ
セ

ミ
ナ
ー
）
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
法
人
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
地
球
の
緑
を
守
る
会
」
の
共
催
で
す
。
以
下
、
後
藤
誠
一

実
行
委
員
長
の
報
告
を
簡
略
的
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

和やかに、全体での記念撮影。7月21日、青少年総合センター。撮影=石川仁

語る、高津啓洋ＮＰＯ代表理事。 後藤誠一実行委員長

語る、岩澤春比古氏。語る、中田欣宏理事長。

歌う、島田賢二青年局長(中)と青年たち。

語る柴沼邦彦理事と、聴く参加者たち。7月21日
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（
三
面
よ
り
続
く
）
参
加
者
の
感
想
文
（
抜
粋
）

●
先
輩
方
が
全
力
を
注
が
れ
た
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
。
文
先
生

か
ら
受
け
た
一
言
を
貫
き
通
す
、
そ
の
姿
に
感
動
し
ま
し

た
。
レ
ダ
を
相
続
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
！
「
青
年
の

力
が
必
要
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も
関
心
を
寄
せ

て
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。(

男
性
22
歳)

●

柴
沼
理
事
の
お
話
は
何
度
聞
い
て
も
楽
し
く
、
安
心
し

て
学
べ
ま
す
。
次
回
は
二
人
の
青
年
を
連
れ
て
く
る
予
定

で
す
。
島
田
青
年
局
長
の
お
話
は
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
。
我
が
子
も
い
つ
参
加
さ
せ
ら
れ
る
か
な
、
と
考

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
河
野
君
の
話
は
実
際
に
奉
仕

に
行
か
れ
て
、
ど
う
感
じ
ら
れ
た
か
、
青
年
の
素
直
な
感

想
が
聞
け
て
良
か
っ
た
で
す
。(

女
性
47
歳)

●
文
先
生

が
レ
ダ
に
諸
先
輩
を
送
ら
れ
た
理
由
が
わ
か
り
ま
し
た
。

先
輩
た
ち
の
苦
労
の
土
台
の
上
に
、
現
在
若
い
世
代
が
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
が
大
変
希
望
で
す
。
人
類
の
未
来
に
重

要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
現

在
の
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
の
職
業
観
に
重
要
と
思
い
ま
し

た
。(

男
性
71
歳)

●
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に
お
い
て
沢
山

の
人
が
劣
悪
な
環
境
の
中
で
死
に
物
狂
い
で
努
力
し
た
結

果
、
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
こ
こ
ま
で
発
展
し
て
い

る
こ
と
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
人
間
の
力

の
大
き
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
だ
と
思
う
。
今
回
の

セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
青
年
奉
仕
隊
や
支
援
活
動
に
も
興
味

が
わ
い
て
き
た
の
で
機
会
が
あ
っ
た
ら
是
非
参
加
し
、
レ

ダ
を
訪
れ
た
い
。(

女
性
16
歳)

●
柴
沼
先
生
、
高
津
先

生
の
情
熱
的
で
わ
か
り
や
す
い
講
義
で
そ
の
内
容
を
深
く

理
解
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
公
害
問
題
や
環
境
問
題

を
中
心
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
植
樹
の
こ
と
も

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。(

女
性
67
歳)

●
韓
国
に

い
る
友
人
や
同
じ
学
科(

鮮
文
大
水
産
生
命
医
学
科)

の
友

人
と
一
緒
に
一
度
現
地
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。
パ

ン
タ
ナ
ー
ル
・
レ
ダ
の
地
に
福
地
を
造
る
と
い
う
志
は
す

ご
い
と
思
う
し
、
実
際
に
可
能
だ
と
思
う
の
で
自
分
も
何

か
出
来
る
こ
と
を
し
た
い
。(
男
性
20
歳)

●
パ
ン
タ
ナ
ー

ル
の
植
樹
活
動
や
養
殖
は
本
当
に
現
地
の
人
を
愛
し
た
い

一
心
で
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
て
、
自
分
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
パ
ン
タ

ナ
ー
ル
の
活
動
が
い
つ
か
こ
の
世
界
を
救
う
こ
と
を
信
じ

て
い
ま
す
。(

男
性
青
年)

●
ず
っ
と
年
配
の
先
生
方
だ

け
で
レ
ダ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
行
く
の
は
困
難
で
、

若
い
世
代
が
も
っ
と
参
加
し
、
相
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
レ
ダ
を
知
っ
て
い
る
青
年
の
一
人
と
し
て
、
ま
わ
り

の
仲
間
た
ち
へ
シ
ェ
ア
し
、
こ
れ
か
ら
も
関
わ
り
、
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。(

女
性
24
歳)

お便り募集

読者の皆様からのお便りを
募集します。本紙記事へのご
感想や提案、皆様個人やご
家庭での歩み、あるいはグルー
プや支部での活動と関連写
真、イラストなどをお待ちしてい
ます。宛て先は、事務局：
office@asd-nsa.com
へお願いします。

ルリタテハ

土
壌
学
・
環
境
科
学
の
専
門
家

陽
捷
行
先
生
三
た
び
！

多
く
の
皆
様
か
ら
熱
望
さ
れ
た
陽
捷
行
（
み
な
み
か
つ
ゆ
き
）

先
生
を
三
た
び
お
迎
え
し
、
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時

九
月
二
十
二
日
（
土
）
午
後
一
時
半
か
ら

会
場

川
崎
市
、
高
津
市
民
館
第
六
会
議
室
（
東
急
田
園
都
市

線
溝
の
口
駅
ま
た
は
JR
武
蔵
溝
口
駅
前

ノ
ク
テ
ィ
２-

12
階
）

テ
ー
マ

生
態
系
の
破
壊
と
生
物
多
様
性
の
減
少
（
仮
題
）

主
催

一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会

参
加
費

無
料

た
だ
し
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
予
め
参
加

者
の
登
録
を
し
ま
す
の
で
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、

下
記
の
当
法
人
事
務
局
宛
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講
師

第
10
回
と
第
21
回
環
境
問
題
研
究
セ
ミ
ナ
ー
で
私
た

ち
を
大
い
に
啓
発
し
て
く
だ
さ
っ

た
、
陽
捷
行
先
生
で
す
。
皆
様
、

お
見
逃
し
な
く
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

質
疑
応
答
の
時
間
も
あ
り
ま
す
。

陽
先
生
は
土
壌
学
・
環
境
科
学

の
専
門
家
。
日
本
土
壌
肥
料
学
会

賞
、
環
境
庁
長
官
賞
・
優
秀
賞
、

日
経
地
球
環
境
技
術
賞
・
大
賞
、

日
本
農
学
賞
・
読
売
農
学
賞
、
国

際
大
気
汚
染
防
止
団
体
連
合Y

u
a
n

T
.
L
e
e

国
際
賞
な
ど
を
受
賞
。

I
P
C
C

チ
ー
フ
リ
ー
ド
オ
ー
サ
ー
も

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在(

公
財)

農
業
・
環
境
・
健
康
研
究
所

農

学
大
学
校
校
長
。
著
書
に
、
『
土

壌
圏
と
大
気
圏
』
『
地
球
環
境
変

動
と
農
林
業
』
『
環
境
保
全
と
農

林
業
』
ほ
か
多
数
。

●
第
10
回=

二
〇
一
五
年
五
月
十

日
、
テ
ー
マ
は
「
健
体
康
心：

土

壌
・
人
間
・
環
境
問
題
」

本
紙
一
四
一
号
記
事
参
照
。

●
第
21
回=

本
年
三
月
十
七
日
、

テ
ー
マ
は
「
世
界
の
宗
教

と
神
話
に
土
壌
を
読
む
」

本
紙
一
七
六
号
記
事
参
照
。

語る陽先生。第21回=2018年3月17日 語る陽先生。第10回=2015年5月10日

第23回環境問題研究セミナーご案内


